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痴呆の簡便なるスクリーニング検査法

―時刻・勘定テスト―

カワモト リュウイチ

川本 龍一

目的　Inouyeらが開発した「The Time and Charge Test」を参考に考案した日本人に適応可能

な検査法について，従来のスクリーニング検査法であるMini-Mental StateExamination

（以下MMSE)と改訂長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-R）との比較からその有用性

と信頼性を検証する。時刻テストは11時10分をさす時計の理解を計るもので，勘定テストは

50円玉1個，10円玉7個，5円玉7個を適当に組合せて100円にする能力をみるものである。

方法　老健施設の入所者およびデイ・ケア利用者各40人（うち2人脱落，平均年齢82.2±6.8歳，

女性が66.7％）を対象に，1人の相談員がMMSEとHDS-Rの検査を行い，これを新たな

検査の評価基準とした。その際，MMSE 20点かつHDS-R20点以下を痴呆ありとした。考

案した時刻・勘定テストについては，MMSEとHDS-Rの結果を知らされていない検者が

担当し，まず，看護婦1人が入所者20人に時を変えて2回行い（同一評価者による評価の再

現性：以下Test-retest），さらに他の入所者20人には看護婦1人と介護福祉士1人が時を変

えて1回ずつ行った（2人の評価者の一致率：以下Inter-obsever）。デイ・ケア利用者40人

にはボランティア1人が1回ずつ行った。

成績　MMSEとHDS-Rを基準として検討したところ，時刻・勘定テストを合わせたテストの

感度は49.1％，特異度は95.2％であり，陽性反応適中度は96.6％，陰性反応適中度は40.8％

であった。さらに回答までの時間設定として時刻テストは5秒以内，勘定テストは20秒以内

とした場合，感度は87.7％，特異度は57.1％，陽性反応適中度は84.7％，陰性反応適中度は

63.2％となった。再現性ではtest-retestは85.0％，inter-observerは89.5％であった。

結論　本方法は痴呆のスクリーニング検査法として簡便かつ有用であろう。
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